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水路部は， 1 9 6 0年代半ばの日米科学協力計画及び地球内部開発計画の際K，本ヂ位。第四紀火山である桜島・

有珠山・伊豆大島・三宅島・新島・神津島の航空磁気測量を実施している。今回，これらの成果と，その後，

1979年K行われた富士山の航空磁気測量成果を基K，各火山の地磁気異常図を作成しp その分布の特徴と地質

・形成過程等との関連Kついて定性的考察を行った。また，それらのなかの代表的な火山Kついては Taiwani 

の方法Kよる地磁気異常のモデノレ解析を行い，火山体内部の磁気構造を求めた。それらの結果から以下のことが

結論づけられる。

(1）今回解析した火山の多くは，第一近似としては現在の磁場方向K均一帯磁していると考えられるが，より

詳細K検討すると，それぞれの火山の形成過程・内部構造・構成岩．体の化学組成等を反映した，不均一念磁気構

造をもっととがわかった。

桜島の場合，山体の基底以深K陥没構造を示唆する塩基性岩体の存在が予想され，有珠山では爆発で生じた凹

地状の構造が磁気構造K強〈反映していた。また，伊豆大島ではキラクエア型カノレデラの形成と関連していると

みられる強磁性岩体の存在がカルデラ床下K存在すると予想される。

富士山では側火山の配列方向と良〈一致する帯状の磁気構造が推定され，また， これとよく似た構造が三宅島

Kも一部認められた。

このように火山の磁気構造からは，それぞれの火山の履歴と，それK関連する多様念地学現象を読みとること

ができる。また，このような火山の磁気構造の研究は噴火活動K関連した地磁気変化を論ずる上で重要な意義を

もつものと考えられる。

(2) 解析から求めた各火山の平均的左帯磁強度と構成岩体の化学組成（S iOnv係）の間Kは有意左相闘が認め

られた。ただ，富士山Kついては，この傾向から若干ずれており，火山体内部K弱帯磁部分の広がりを予想させ

る。 この種の資料は，火山体の平均的組成や，内部の物理的状態等と関連しており今後とも他の火山Kついての

資料も検討してい〈必要がある。

(3) 今回解析した火山の多くは活火山で，火山体内部Kは高温域の存在が予想された。しかし，実際に観測さ

れた地磁気異常や，解析で得られた磁気構造Kは，それを示唆するよう左大規模な非磁性構造は顕著で念〈，桜

島の山頂部K一部確認されただけである。このことは，火山体内部の熱輸送は熱水過程が主であり，地下水等が

火山体の冷却過程K大きな役割を果しているためと考えられる。
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